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朝来広
報

平成２２年

２０１０ May

No.６２

５ 月
あ　　さ　　ご ５ 月

平成２２年

今月の主な内容

２～３平成２２年度市の教育方針
４～５平成２１年度学校評価
６平成２２年度区長さんの紹介
７平成２１年度下半期財政状況公表
８～９市政フラッシュ
８～９我がまち朝来再発見
１０～１１まちのわだい
１２～１９情報掲示板
２０人いきいき／朝来市の数字あれこれ
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　３月２８日、２９日に佐賀県神埼市で開催された「神埼市長旗第

２１回全国選抜中学生剣道大会」で、和田山中学校剣道部女子が

優勝しました。

　同大会は、中学生剣道の３大全国大会の一つで、近畿の府県代

表が優勝するのは初めてです。「目の前の相手と戦うことで精一

杯でしたが、チームワークを大切に、心の力で勝てたと思いま

す」と久保田主将。「夏の全国総合体育大会でも優勝したい」と意

気込みを語りました。



　
市
教
育
委
員
会
で
は
、国
や

県
の
動
き
を
注
視
し
な
が
ら
、

教
育
力
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
市
内
に
は
先
人
や
市
民
に

よ
っ
て
築
か
れ
た
人
や
心
の
つ

な
が
り
、豊
か
な
自
然
や
数
多

く
の
歴
史
文
化
遺
産
が
あ
り
ま

す
。保
護
者
や
地
域
の
人
な
ど

約
３
万
４
千
人
の
市
民
が
一
丸

と
な
っ
て
、豊
富
な
経
験
と
先

人
の
知
恵
を
い
か
し
、教
育
に

注
ぎ
込
む
事
が
、市
の
教
育
の

充
実
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
昨
年
８
月
の
台
風
９
号
襲
来

の
時
に
は
、多
く
の
方
々
の
支

援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。市
は

今
後
も
、地
域
の
皆
さ
ん
の
力

を
借
り
な
が
ら
、「
安
全
安
心
の

確
保
」「
地
域
活
力
の
増
進
」「
新

時
代
の
先
導
」に
つ
い
て
、さ
ら

な
る
発
展
に
努
め
ま
す
。ま
た
、

少
子
高
齢
化
、地
域
偏
在
化
と

と
も
に
進
む
人
口
の
減
少
な
ど

の
社
会
変
化
に
も
的
確
に
対
応

し
ま
す
。さ
ら
に
、「
対
話
と
協

調
」を
基
調
と
し
た
柔
軟
な
発

想
と
行
動
力
で
何
事
に
も
挑
戦

し
ま
す
。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
子
育

て
支
援
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、

新
学
習
指
導
要
領
の
キ
ー
ワ
ー

ド「
習
得
」「
活
用
」「
探
求
」
を
追

求
し
、子
ど
も
た
ち
の
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
の
育
成
に
努

め
ま
す
。特
に
、小
学
校
１
年
生

か
ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
、９

年
間
の
教
育
に
つ
な
が
り
を
持

た
せ
て
、言
語
活
動
、理
数
教
育
、

道
徳
教
育
、体
験
活
動
、外
国
語

活
動
な
ど
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

ま
た
、学
校
教
育
・
社
会
教
育
の

全
体
を
通
し
て
、子
ど
も
た
ち

一
人
一
人
が
自
立
し
、志
を
抱

き
、夢
の
実
現
の
た
め
に
、自
己

の
可
能
性
を
切
り
ひ
ら
い
て
い

く「
生
き
る
力
」を
培
う
教
育
を

推
進
し
ま
す
。

　
平
成
　
年
３
月
に
は
、こ
れ

２２

ま
で
の
市
の
教
育
の
成
果
と
課

題
を
踏
ま
え
な
が
ら
、豊
か
な

情
操
と
道
徳
心
、自
律
心
、公
共

の
精
神
な
ど
の
教
育
理
念
を
示

し
た
改
正
教
育
基
本
法
に
基
づ

い
て
、今
後
５
年
間
の「
心
豊
か

な
人
づ
く
り
」を
推
進
す
る
た

め
の
計
画「
あ
さ
ご
学
び
・
夢
プ

ラ
ン（
朝
来
市
教
育
振
興
基
本

計
画
）」の
策
定
委
員
会
を
発
足

さ
せ
ま
し
た
。こ
の
プ
ラ
ン
の

完
成
が
、子
ど
も
た
ち
の『
夢
』

を
実
現
さ
せ
る
指
針
に
な
り
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
「
教
育
･
郷
育
･
共
育

に
よ
る
心
豊
か
な
『
朝
来
っ
子
』

づ
く
り
」を
強
力
に
推
進
す
る

原
動
力
と
な
る
と
確
信
し
て
い

ま
す
。

教
育
・
郷
育
・
共
育
に
よ
る
心
豊
か
な「
朝
来
っ
子
」づ
く
り

郷
土
の
魅
力
を
い
か
し
た
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活

動
を
促
進
す
る

平
成
　

年
度
 朝

来
市
の
教
育
方
針

２２

　
市
教
育
委
員
会
は
、教
育
・
郷
育
・
共
育

に
よ
る
心
豊
か
な
「
朝
来
っ
子
」
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、平
成
　
年
度
の
教
育
方

２２

針
を
策
定
し
ま
し
た
。今
月
の
広
報
は
、
そ

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
内
の
学
校
園
に
通
う
子

ど
も
た
ち
や
そ
の
保
護
者

を
対
象
に
悩
み
相
談
窓
口

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

教育の重点目標
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学
校
園
の
教
育
・
保
育
を
充
実
し
、
平
和
な
国

際
社
会
を
め
ざ
す
頼
も
し
い
次
世
代
を
育
て
る

共
に
学
び
、
ふ
れ
あ
い
、
高
め
あ
う
集
団
を
つ

く
る

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
緯
６
７
７－

２
１
１
５
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広報 朝朝来来 ２

未来に向かってジャンプ！！元気な朝来っ子（糸井小学校）
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１．指導力　
専門性が発揮できる教育・保育体制をつくります

◎教職員の指導力や専門性を高めるため朝来市教

育研修所事業の充実を図ります。

◎全国学力・学習状況調査の結果を踏まえ、授業時

数や授業形態に工夫を凝らし、子どもたちに「生

活の中で活用できる力」の定着をめざします。

２．一貫
系統性のある教育・保育を実現させます

◎小・中学校の教職員が、お互いの専門性をいかし

ながら教育を展開できるよう、各中学校区単位

での小・中連携事業推進委員会を中心に交流授

業など研究実践に努めます。

◎学力向上を図るため「算数・数学」「外国語活動

（英語）」などで、継続的に小・中連携事業推進委

員会学習部会を開催し９年間を見通した教育を

推進します。

３．体験
体験活動などを通して、健やかな心身と豊かな心、

確かな学力を培います

◎学校園の歴史や背景、地域や子どもたちの実態

をいかしたオンリーワンスクール事業を展開し、

特色ある学校づくりを推進します。

◎「読み聞かせ」や「１０分間読書」などを通して正

しい日本語を学び取る読書教育や文章を読み取

り活用できる力をはぐくみます。

４．連携
学校園と地域の結びつきを深めます

◎学校園だよりやホームページなどを通して広く

積極的に情報発信を行い、信頼され、開かれた学

校園づくりを進めます。

◎市内全幼・小・中学校園で積極的にオープンス

クールを開催し、学校園の公開に努めます。

５．安心安全
安全で教育効果の高い環境をつくります

◎学校園の施設設備などの点検・整備を計画的に

進めます。

◎校舎耐震工事や芝生化モデル事業を計画的に進

めます。

１０．家庭
家庭の教育力の向上と子育て応援・支援体制を構

築します

◎保育料の保護者負担を軽減するとともに、保護

者のニーズに対応できる保育サービスをめざし

ます。

◎中学３年生までの子どもたちに対する入院医療

費を無料とし、子育て医療支援を拡充します。

６．文化・スポーツ
郷土の魅力をいかした文化・スポーツ活動を展開

します

◎各種団体・サークルなどの市民の自主的な活動

を支援します。

◎スポーツ施設を充実させ有効活用を進めるとと

もに健康な体づくりを支援し、「朝来市スポレク

大会」や「市民体力テスト」を実施することで、効

果検証の機会をつくります。

７．郷土歴史
地域の歴史文化遺産を保存・活用し、継承に努めま

す　

◎ざんざか踊り、獅子舞や 神楽 などの郷土芸能、和
かぐら

太鼓や盆踊りなどの伝統文化の保存と継承、後

継者の育成を支援し、ふるさと学習や歴史研究

に努めます。

◎埋蔵文化財センターや茶すり山古墳学習館を中

心として、近畿最大の円墳である茶すり山古墳

や但馬最大の前方後円墳である池田古墳などの

古墳群や竹田城跡などの有効活用をめざします。

８．生涯学習
生涯学習社会の基盤をつくります

◎市民のニーズに合った講座・教室などを開講し、

生涯学習の充実と学習意欲を高める学習活動機

会を提供します。

◎市内図書館と図書室、さらに各学校の図書室と

のネットワーク化をめざすとともに利用者サー

ビスの充実を図ります。

９．青少年育成
郷土を愛し、地域を大切にする青少年を育てます

◎「地域防犯グループ」や「子ども１１０番の家」など

地域の支援を受けながら、「不登校ゼロ・問題行

動ゼロのまちづくり」をめざし、地域と連携しな

がら青少年を守り育てます。

◎基本的生活習慣や社会生活上のルールなどの規

範意識を身につけさせるため青少年育成事業を

充実します。

のキーワード１０
平成２２年度
朝来市の教育重要施策
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〇
学
校
運
営

・
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

・
生
徒
指
導

・
進
路
指
導（
中
学
校
の
み
）

・
危
機
管
理
体
制
の
整
備

〇
教
育
課
程

・
自
ら
学
び
自
ら
考
え
る
力
の

　
育
成

・
基
礎
・
基
本
の
定
着
と
個
に

　
応
じ
た
学
習
指
導
の
充
実

・
道
徳
教
育

・
総
合
的
な
学
習
の
時
間

〇
課
題
教
育

・
人
権
教
育

・
体
験
活
動
の
充
実

・
防
災
教
育

〇
特
色
あ
る
教
育

・
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
ス
ク
ー
ル

〇
自
己
評
価

　
市
内
各
小
・
中
学
校
で
学
校

教
職
員
に
よ
る
自
己
評
価
を
中

心
に
、児
童
生
徒
や
保
護
者
、地

域
の
人
々
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
を
総
合
的
に
分
析
し
、

４
段
階
で
評
価
し
ま
し
た
。さ

ら
に
、そ
の
結
果
を
平
成
　
年
２１

度
の
課
題
と
し
て
ま
と
め
、今

後
の
改
善
策
を
検
討
し
ま
し
た
。

〇
学
校
関
係
者
評
価

　
改
善
策
は
、学
校
長
が
依
頼

し
た
学
校
評
議
員
に
示
さ
れ
、

学
校
関
係
者
評
価
と
し
て
評
価

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

※
学
校
関
係
者
…
地
域
の
有
識

　
者
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
な
ど
学
校

　
長
が
推
薦
し
た
者

〇
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
が
継

　
続
的
に
で
き
た
。
し
か
し
、一

　
部
の
担
当
に
任
せ
き
り
に
し

　
な
い
。

・
学
校
か
ら
の
情
報
が
一
方
向

　
に
な
っ
て
い
る
。今
後
は
保

　
護
者
や
地
域
と
の
意
見
交
流

　
を
広
げ
る
。

〇
生
徒
指
導

・
子
ど
も
の
内
面
理
解
の
時
間

　
が
確
保
で
き
る
よ
う
会
議
な

　
ど
の
精
選
を
図
る
。

・
定
期
的
に「
ふ
り
返
り
カ
ー

　
ド
」の
記
入
を
実
施
し
、子
ど

　
も
の
変
化
を
見
逃
さ
な
い
体

　
制
を
作
る
。

〇
危
機
管
理
体
制
の
整
備

・
様
々
な
事
態
を
想
定
し
て
、

　
危
機
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
点

　
検
し
、訓
練
を
実
施
す
る
こ

　
と
で
校
内
危
機
管
理
体
制
の

　
充
実
を
図
る
。

・
定
期
的
に
安
全
の
日
を
設
け

　
る
。

〇
教
育
課
程
全
般

・
新
教
育
課
程
の
本
格
実
施
に

　
向
け
、年
間
計
画
の
点
検
を

　
確
実
に
行
う
。

・
授
業
研
究
や
研
修
会
を
行
う

　
事
で
、教
員
の
授
業
力
向
上

　
の
意
識
が
高
ま
っ
た
。今
後

　
は
授
業
評
価
を
実
施
し
有
効

　
活
用
す
る
。

〇
人
権
教
育

・
教
師
の
人
権
感
覚
を
さ
ら
に

　
磨
く
必
要
が
あ
る
。

・
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
て
子

　
ど
も
た
ち
の
自
尊
感
情
を
養

　
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〇
体
験
活
動
の
充
実

・
市
内
に
は
歴
史
や
伝
統
文
化

　
な
ど
様
々
な
地
域
教
材
が
あ

　
る
が
、活
用
す
る
機
会
が
少

　
な
か
っ
た
。

・
体
験
活
動
を
教
科
指
導
や
道

　
徳
活
動
と
関
連
さ
せ
、よ
り

　
充
実
し
た
活
動
を
目
指
す
。

〇
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
ス
ク
ー
ル
事

　
業

・
児
童
会
や
生
徒
会
が
活
性
化

　
し
、子
ど
も
た
ち
が
作
り
上

　
げ
る
と
い
っ
た
風
潮
が
整
っ

　
て
き
た
。さ
ら
に
自
主
性
を

　
伸
ば
す
。

〇
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

・
学
校
の
教
育
活
動
を
外
部
の

　
人
に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
、内
容
の

　
充
実
と
あ
わ
せ
て
継
続
的
な

　
更
新
が
必
要
で
あ
る
。

平成２１年度学校評平成２１年度学校評価価

　市教育委員会では、市内の全小・中学校（小学校１１校・中学校４校）の学校評価をま

とめました。今月の広報では、その概要をお知らせします。

全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校全小・中学校ででででででででででででででででででででで
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初のののののののののののののののののののの目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標をををををををををををををををををををを達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！年度当初の目標を達成！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

〈平成２１年度 市教育の重点目標〉
〇学校園の教育・保育を充実し、頼もしい次世代を育てる

〇郷土の魅力を生かした文化・スポーツ活動を促進する

〇共に学び、ふれあい、高めあう集団をつくる

評
価
項
目

評
価
方
法

今
後
の
改
善
点
（
抜
粋
）

学
校
関
係
者
の
意
見

広報 朝朝来来 ４



・
学
校
を
応
援
す
る
地
域
人
材

　
の
活
用
を
進
め
る
。

〇
生
徒
指
導

・
子
ど
も
を
納
得
さ
せ
た
り
、

　
ほ
め
た
り
し
な
が
ら
、課
題

　
へ
の
重
点
的
指
導
を
望
む
。

・
家
庭
や
保
護
者
と
緊
密
な
連

　
携
を
取
り
、さ
ら
な
る
成
果

　
を
目
指
す
。

〇
危
機
管
理
体
制
の
整
備

・
登
下
校
の
見
守
り
は
保
護
者

　
や
地
域
の
役
割
と
考
え
る
。

　
今
後
も
学
校
と
協
力
し
て
子

　
ど
も
の
安
全
と
安
心
を
確
保

　
し
て
ほ
し
い
。

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
対
応

　
は
適
切
で
あ
っ
た
。授
業
へ

　
の
影
響
も
最
小
限
度
に
と
ど

　
め
ら
れ
た
。

〇
教
育
課
程
全
般

・
正
し
い
言
葉
遣
い
に
つ
い
て
、

　
教
師
や
保
護
者
が
子
ど
も
の

　
模
範
と
な
る
努
力
が
必
要
で

　
あ
る
。

・
教
育
課
程
の
評
価
が
や
や
低

　
い
評
価
と
な
っ
て
い
る
。
教

　
師
は
授
業
の
プ
ロ
。自
信
を

　
持
っ
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

〇
人
権
教
育

・
学
校
教
育
の
核
と
し
て
今
後

　
も
幅
広
く
取
り
組
ん
で
ほ
し

　
い
。

・
道
徳
を
含
め
、人
権
教
育
に

　
つ
い
て
、更
な
る
取
り
組
み

　
が
必
要
で
あ
る
。

〇
体
験
活
動
の
充
実

・
子
ど
も
に
と
っ
て
、わ
く
わ

　
く
す
る
よ
う
な
体
験
活
動
が

　
た
く
さ
ん
取
り
入
れ
ら
れ
て

　
い
る
。今
後
も
子
ど
も
に
い

　
ろ
い
ろ
な
体
験
を
さ
せ
て
ほ

　
し
い
。

・
理
科
の
お
も
し
ろ
実
験
は
大

　
変
よ
か
っ
た
。今
後
は
、地
域

　
の
人
を
活
用
し
て
さ
ら
に
楽

　
し
い
授
業
を
作
り
出
し
て
ほ

　
し
い
。

〇
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
ス
ク
ー
ル
事

　
業

・
地
域
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

　
様
々
な
取
り
組
み
が
実
践
で

　
き
た
。学
校
の
伝
統
に
位
置

　
づ
け
ら
れ
る
取
り
組
み
に
発

　
展
さ
せ
る
。

・
地
域
に
広
げ
る
取
り
組
み
と

　
地
域
へ
の
発
信
を
お
願
い
し

　
た
い
。

・
連
携
と
い
う
よ
り
一
貫
性
の

　
あ
る
取
り
組
み
を
期
待
す
る
。

〇
そ
の
ほ
か
の
意
見

・
市
内
小
・
中
学
校
と
も
「
開
か

　
れ
た
学
校
づ
く
り
」に
つ
い

　
て
、高
い
評
価
が
得
ら
れ
た
。

　
こ
れ
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

　
更
新
が
昨
年
度
か
ら
義
務
付

　
け
ら
れ
、教
師
そ
れ
ぞ
れ
が

　
公
表
を
意
識
で
き
た
成
果
だ

　
と
考
え
る
。今
後
も
外
部
の

　
意
見
を
真
し
に
受
け
止
め
、

　
今
後
、広
く
情
報
の
公
開
と

　
収
集
に
努
め
て
ほ
し
い
。

・
小
学
校
で
、「
道
徳
教
育
」「
人

　
権
教
育
」の
評
価
が
低
い
。こ

　
れ
は
、指
導
が
成
果
と
な
っ

　
て
表
れ
に
く
か
っ
た
こ
と
に

　
あ
る
と
感
じ
る
。今
後
は
指

　
導
方
法
を
よ
り
満
足
の
い
く

　
よ
う
に
工
夫
し
て
取
り
組
ん

　
で
ほ
い
し
い
。

・
中
学
校
で
は
、「
総
合
的
な
学

　
習
の
時
間
」が
低
い
評
価
だ

　
っ
た
。ど
の
学
校
も
課
題
解

　
決
に
向
け
て
の
取
り
組
み
が

　
不
十
分
で
あ
っ
た
た
め
と
考

　
え
ら
れ
る
。今
後
は
、十
分
取

　
り
組
み
方
を
分
析
し
、課
題

　
解
決
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

学校評価の集約グラフ

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

生
徒
指
導

危
機
管
理
体
制
の
整
備

自
ら
学
び
自
ら
考
え
る
力
の
育
成

基
礎
・
基
本
の
定
着
と
個
に
応

じ
た
学
習
指
導
の
充
実

道
徳
教
育

総
合
的
な
学
習
の
時
間

人
権
教
育

体
験
活
動
の
充
実

防
災
教
育

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
ス
ク
ー
ル

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

生
徒
指
導

危
機
管
理
体
制
の
整
備

自
ら
学
び
自
ら
考
え
る
力
の
育
成

基
礎
・
基
本
の
定
着
と
個
に
応

じ
た
学
習
指
導
の
充
実

道
徳
教
育

総
合
的
な
学
習
の
時
間

人
権
教
育

体
験
活
動
の
充
実

防
災
教
育

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
ス
ク
ー
ル

進
路
指
導

小学校 中学校

よくできた　　　　　できた　　　　　あまりできなかった　　　　　できなかった

学
校
評
価
の
詳
細
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
 。
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地域の読書ボランティアによる本
の読み聞かせ（粟鹿小学校）



氏　名区氏　名区氏　名区氏　名区

水 本 俊 幸北真弓竹 村　 勲黒川柴 田 一 明生野新町羽 渕 正 勝生野１区

生
野

坂 本　 薫南真弓篠 原 和 美猪野々白 瀧　 彰奥銀谷井 上 利 夫生野２区

上 田　 繁川尻藤 田　 力白口成 瀬 正 一小野萩野　喜代一生野３区

千 葉 秀 雄栃原足立　喜八郎円山三滝　球磨榮生野緑ケ丘太田　堅一郎生野４区

藤 本　 直小田和早 草 恭 二竹原野粟 屋 勝 之生野５区

清 水 隆 夫菖蒲沢竹 村 諒 司上生野中 村 八 郎生野６区

松 岡 隆 晴竹田中町尾 花 雅 一法興寺川 見 和 秀平野（和田山）森 本 英 幸林垣

和
田
山

津 崎　 稔竹田上町小屋敷　進立ノ原今 井 美 治土田中 島 秀 明緑ケ丘（和田山）

小 林 志 郎竹田新町浅 田 郁 雄枚田岡谷 口 正 士西土田中 村 直 行秋葉台１区

山 本 幹 雄殿町北垣　嘉一郎玉置福 山　 勝宮田村 上　 定秋葉台2区

髙 藤 弘 道旭町藤 井 義 正桑原篠 木　 勁高瀬林　 美 明秋葉台３区

田 中　 薫東町衣 川 莞 爾柳原野 崎 一 章法道寺吉 良 秀 俊秋葉台４区

山 本 吉 弘栄町足 立 政 利白井森 下 恒 夫岡藤 原 嘉 信寺内

吉 田 伸 夫安井夜 久 哲 夫宮後 藤 敏 夫芳賀野矢 島 重 雄万葉台

栗 村 典 男殿畠 山 義 紀久田和古 澤 宏 三宮内松 上 春 義高生田

山 本 信 一三波北垣　賢治郎東和田田 中　 馨高田足 立 紀 昭室尾

藤 原 雅 俊藤和高見　駿太郎中大 西　 功和田山上町佐 藤 泰 雄市場

治部　進一郎久留引小 山　 実野村小 出 信 篤和田山京口中 島 茂 久和田

木 本 敏 之加都西　 清 美岡田前 田　 稔和田山本町近 藤 正 夫竹ノ内

足 立　 始筒江岡 田 脩 一弥生が丘１区佐 藤 隆 雄和田山新町梶 原　 斉内海

民 部 金 司久世田新 宮 郁 朗弥生が丘２区田 中 哲 哉駅北金 丸 二 郎朝日

河 原 和 佐城南台石 原 紘 正竹田下町中 村 正 康枚田田 辺 秀 夫和田山駅前

安 福　 進米屋町田 村 重 雄市御堂伊 達　 孝寺谷

嵯峨山　紘一観音町藤 岡　 進比治山 中 正 夫東谷

木 村 克 彦溝黒奥　 眞 行西地衣 川 泰 司田ノ口村 上 泰 雄滝田

山
東

中 川 利 雄山歳小 野 研 二西谷藤 原　 榮金浦奥 藤 康 正大垣

上 村 高 清喜多垣西 垣 英 仁比叡小田垣　純一末歳太 田 常 夫矢名瀬下町

西 澤　 裕迫間西 垣 悦 男東足立　賢一郎諏訪大 橋 完 治矢名瀬中町

藤 本 隆 夫与布土田 中 嘉 昭柴中塚　修二朗大月宮 谷 史 朗川原町

岸田研二朗森枚 田 信 章一品松 本 朝 雄向大道岩 村 年 隆上ゲ町

岡 林 史 郎三保岡田　昭治郎上早田三 宅 岩 次楽音寺水 谷 利 夫新堂

西 村　 繁越田山 本 卓 郎早田中 島 宣 美清水町波多野　宗一大内

太 田 悦 夫柿坪日神美　昇和賀池 本 茂 則小谷掃 部 英 明塩田

西 山 俊 介柊木村 上　 彰田中藤 本 健 伸野間

関　 昭 二羽渕羽 渕 富 夫新井３区山 本 健 次澤藤 田 五 郎物部

朝
来

米 田 利 秋口田路青 田 幹 男八代松本　幹一郎山内越 中 康 雄桑市

神 谷　 勉中田路今 村　 榮山本谷 野　 覺納座荒 木 強 志上八代

関　 　 剛奥田路糸 谷　 進土肥古 屋　 明川上松 田 一 郎立脇

清 水　 司元津足 立 敬 一老波椿 野 純 夫山口佐 堀 敬 一愛タウン

大 河　 覺上岩津松 田　 茂佐中藤 本 三 郎立野北 村 厚 生多々良木

清 水　 肇平野（朝来）北 村 保 夫新井１区藤 室 國 夫石田

山内　隆治郎神子畑太田垣　総一郎新井２区古 田 諄 輔伊由市場

元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
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元元
元元
元元
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元元
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元
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元
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元元
元元
元元
元元
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元

　　朝来市全区区長名簿＜敬称略＞

　平成２２年度の市内１６１区の区長さんをお知らせします。（１月と４月の改選により３６区で区長さんが

交代されました。）　　　　　　　　　　　　　　 ※区長の改選時期　生野４月　和田山１月　山東４月　朝来１月

区長さんの紹区長さんの紹介介
お世話になります

広報 朝朝来来 ６



平成２２年５月平成２２年５月号号７

１ 歳入歳出の予算の執行状況

葛特別会計・公営企業会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：円)
支 出 割 合支 出 済 額歳 出 予 算 額収 入 割 合収 入 済 額歳 入 予 算 額会 計 名

９６．７%１３，６３５，８０５１４，１００，０００９６．７%１３，６３９，２１２１４，１００，０００住宅資金貸付事業

９３．８%３，１３９，４３６，２９０３，３４６，８００，０００７２．６%２，４３１，０２５，２７４３，３４６，８００，０００国 民 健 康 保 険

２６．５%８，６９１，８５８３２，７６７，０００２２．１%７，２４１，２６４３２，７６７，０００老 人 保 健

７８．２%３１，３７１，８４７４０，１００，０００５３．５%２１，４４３，８６５４０，１００，０００簡 易 水 道 事 業

４４．７%２，５４６，５６０５，７００，０００１１．２%６３８，３０３５，７００，０００と 畜 場

１２．８%１３，８３１，１０４１０８，０００，０００４６．３%５０，０１４，５５６１０８，０００，０００宅 地 開 発 事 業

９３．９%１０，５１６，７２６１１，２００，０００４０．２%４，５００，０００１１，２００，０００休 日 診 療 所

８６．８%１，３１７，４３５，９９７１，５１７，８００，０００２８．８%４３６，７０８，１９８１，５１７，８００，０００下 水 道 事 業

９０．０%２，９６８，６５１，８２３３，２９８，３００，０００７５．２%２，４７８，８８９，６２３３，２９８，３００，０００介 護 保 険

８３．５%３４２，２８３，４６４４１０，１５１，０００６７．８%２７８，０２８，９６０４１０，１５１，０００後期高齢者医療

６２．５%７，３７５，２１３１１，８００，０００５０．９%６，００１，５１６１１，８００，０００財 産 区

４６．６%３３８，９０１，６３９７２６，６３２，０００９７．２%７１４，５２７，７４３７３５，４５９，０００収益的
水 道 事 業

８９．１%５７２，３７０，８７３６４２，１１４，０００９９．６%３８１，２９９，２７３３８２，８６２，０００資本的

２３．９%１，２０１，２７７５，０３４，０００９４．８%４，１８５，３１９４，４１３，０００収益的工業用水道事業

８４．５%９８，９６８，０８１１１７，１７８，０００８６．５%１０１，３３６，０１０１１７，１７８，０００収益的農業共済事業

葛一般会計（歳入）　　　　　　　　　　　　(単位：円)
収入割合収入済額予算額款

９８．７%４，７０１，０６９，４１３４，７６４，９５１，０００市 税
７５．０%１６３，８８５，５０５２１８，４００，０００地 方 譲 与 税
７９．５%１２，５５９，０００１５，８００，０００利子割交付金
５９．４%５，４６１，０００９，２００，０００配当割交付金
０．０%０３，７００，０００株式等譲渡所得割交付金
１０５．５%３３４，３３８，０００３１７，０００，０００地方消費税交付金
１１３．６%１８，４１０，８４０１６，２００，０００ゴルフ場利用税交付金
６５．８%５８，２７７，０００８８，５０１，０００自動車取得税交付金
１００．０%７０，１８５，０００７０，１８５，０００地方特例交付金
１０３．４%７，１７１，７９３，０００６，９３３，１８７，０００地 方 交 付 税
８９．６%８，０６０，０００９，０００，０００交通安全対策特別交付金
５６．２%２０５，２０５，２９５３６４，９８８，０００分担金及び負担金
１０６．５%７８１，６３９，０２８７３３，８９０，０００使用料及び手数料
５９．１%１，３６６，２０８，４６２２，３１１，０４５，０００国 庫 支 出 金
２３．７%４３８，６９０，５７８１，８５０，４１３，０００県 支 出 金
１１１．２%１３９，５３２，１５７１２５，４８６，０００財 産 収 入
９６．４%３７，３２６，００１３８，７２８，０００寄 附 金
０．０%０５０８，３４５，０００繰 入 金
１００．０%２０７，０２１，９２８２０７，０２２，０００繰 越 金
４６．７%４３３，１８８，０５８９２８，３５８，０００諸 収 入
７．２%１４０，０００，０００１，９５１，４０１，０００市 債
７５．９%１６，２９２，８５０，２６５２１，４６５，８００，０００歳 入 合 計

２ 基金の状況　　　　　　　　　　　 　(単位：円)

３月末残高基金名会計区分

４，７１５，４４９，８４５財 政 調 整 基 金

一　般
１２６，２２１，２５１減 債 基 金
４，３２３，０４１，３０３そ の 他 特 定 目 的 基 金
５５３，９９６，８９３土 地 開 発 基 金
５４４，４２１，０６２財 政 調 整 基 金国　保
２９４，１８４，３３９下 水 道 減 債 基 金

下　水 １６７，７０２，４３１農業集落排水施設維持基金
２１１，９２８，８１７下 水 道 施 設 維 持 基 金
１０５，４４２，４０５介護保険給付費準備基金

介　護
２３，３２６，７２２介護従事者処遇改善臨時特例基金
１２６，９０５，６６２生 野 財 産 区 基 金財産区

１１，１９２，５７６，８９４合　　　計

３ 地方債の状況　　　　　　　(単位：円)
３月末残高会　計　名

２９，８３０，４７６，３４７一 般 会 計
１９，７２８，２７６住 宅 資 金 貸 付 事 業特

別
会
計

２７５，４８３，２３４簡 易 水 道 事 業
４３，５１２，９４５宅 地 開 発 事 業

１０，２７５，４７１，７００下 水 道 事 業
４，５４４，６１９，２１４水 道 事 業 会 計
４４，９８９，２９１，７１６合　　計

■問い合わせ先　市役所財務課　　☎６７２－６１１７

４ 一時借入金の状況（平成２０年３月３１日現在）　(単位：円)
一時借入金残高限　度　額会　計　名
１，５００，０００，０００３，０００，０００，０００一 般 会 計

０２００，０００，０００国民健康保険
０１２０，０００，０００水 道 事 業
０１５，０００，０００農業共済事業

平成２１年度
　平成２１年度の１０月１日か
ら３月３１日までの市の財政
状況をお知らせします。

葛一般会計（歳出）　　　　　　　　 　　(単位：円)

支出割合支出済額予算額款

９７．４%１８５，５４９，２０４１９０，４７０，０００議 会 費

８３．６%２，７５０，５４８，０９８３，２８９，２８５，０００総 務 費

７２．１%２，６８８，６８８，７８２３，７２９，９６８，０００民 生 費

９１．８%１，５９７，６２３，２１２１，７３９，６１１，０００衛 生 費

８３．０%５５，３５９，４１８６６，６８７，０００労 働 費

６０．５%８７２，０４１，６６０１，４４２，５６３，０００農林水産業費

７８．１%４１５，０９８，８１７５３１，４１０，０００商 工 費

３２．５%６７５，９１６，０１６２，０７６，５７４，０００土 木 費

９１．９%６４７，１２６，２４０７０４，３０９，０００消 防 費

７１．３%１，９４７，１１７，８４３２，７２９，６６０，０００教 育 費

４３．２%４８７，３８９，９２０１，１２８，８０５，０００災害復旧費

１００．０%３，７８４，０４２，２５７３，７８４，６０４，０００公 債 費

０．０%０１，０００諸 支 出 金

０．０%０５１，８５３，０００予 備 費

７５．０%１６，１０６，５０１，４６７２１，４６５，８００，０００歳 出 合 計

下下半半期期（（１１００月月～～３３月月））財財政政状状況況公公表表
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市政フラッシ市政フラッシュュ

市市　市
は
、市
制
施
行
５
周
年
を
記
念

し
て
朝
来
市
の
歌
を
制
定
し
ま
し
た
。

　
歌
詞
は
、平
成
　
年
７
月
か
ら
８

２１

月
に
か
け
て
、市
内
在
住
か
在
勤
の

人
や
過
去
に
市
内
に
住
ん
で
い
た
人
、

旅
行
や
仕
事
で
ゆ
か
り
の
あ
る
人
な

ど
を
対
象
に
公
募
。全
国
か
ら
　
作
７２

品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
中
か
ら
、朝
来
市
の
歌
・
花
・

木
等
選
定
委
員
会（
的
場
文
夫
委
員

長
）が「
市
の
情
景
や
将
来
の
夢
を
容

易
に
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き

る
」と
し
て
、東
京
都
練
馬
区
の
稲
岡

俊
一
さ
ん
の
作
品
を
選
定
。そ
の
歌

詞
に
、歌
手
で
作
曲
家
の
小
椋
佳
さ

ん
が
曲
を
つ
け
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、市
は
３
月
の
定
例
市
議

会
に「
市
の
歌
」と
し
て
提
案
。３
月

　
日
に
可
決
さ
れ
、正
式
に
決
ま
り

30ま
し
た
。

　
歌
詞
は
１
番
か
ら
３
番
ま
で
あ
り
、

１
番
は
豊
か
な
自
然
を
、２
番
は
古

墳
や
竹
田
城
跡
、生
野
銀
山
な
ど
の

歴
史
遺
産
、３
番
は
働
く
こ
と
の
喜

び
を
歌
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、曲
は

ゆ
っ
た
り
と
し
た
親
し
み
や
す
い
メ

ロ
デ
ィ
ー
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
歌
は
、６
月
　
日
の
市
制
施
行
５

２７

周
年
記
念
式
典
で
披
露
す
る
予
定
で

す
。

【朝来市の歌】 作詞　稲岡 俊一
補作詞・作曲　小椋　佳

一　 川 の 流 れの 恵 みをうけて
かわ なが めぐ

　　 栄 え 続 けて 今 がある
さか つづ いま

　　 四  季 の 彩 りあやなす 自  然 
し き いろど し ぜん

　　 愛 を 育 みふれあって
あい はぐく

　　 心 ひとつに 進 み 行 く
こころ すす ゆ

　　われら 朝  来  市 あかるい 未  来 
あさ ご し み らい

二　 歴  史  文  化 の 香 りをのせて
れき し ぶん か かお

　　みどり 豊 
ゆた

かな 風 がある
か ぜ

　　 古  墳  城  跡 また 銀  鉱  山 
こ ふん しろ あと ぎん こう ざん

　　 栄  華 の 昔  糧 として
えい が むかし かて

　　 明  日 のしあわせ 築 き 行 く
あ す きず ゆ

　　われら 朝  来  市 かがやく 未  来 
あさ ご し み らい

三　 働 く 苦  労 よろこびにして
はた く ろう

　　 流 す 汗 には 夢 がある
なが あせ ゆめ

　　 命 きらめくこの 理  想  郷 
いのち り そう きょう

　　 暮 らしに 活  気  満 ち 満 ちて
く かっ き み み

　　 若 い 力 も 伸 びて
わか ちから の

 行 く
ゆ

　　われら 朝  来  市  大 きな 未  来 
あさ ご し おお み らい

か
な
自
然
、歴
史
遺
産
を
歌
う「
市
の
歌
」が
完
成

豊豊

　
山
東
町
楽
音
寺
に
あ
る
大
同
２

年（
西
暦
８
０
７
年
） 開
基
 と
さ
れ

か
い
き
※

る
 古
 さ
つ「
楽
音
寺
」。そ
の
境
内

こ

に
は
、ウ
ツ
ギ
ノ
ヒ
メ
ハ
ナ
バ
チ

の
群
生
地
が
あ
り
ま
す
。
ウ
ツ
ギ

ノ
ヒ
メ
ハ
ナ
バ
チ
は
、ミ
ツ
バ
チ

上
科
・
ヒ
メ
ハ
ナ
バ
チ
科
に
属
す
、

体
長
約
　
～
　
㍉
の
小
さ
な
ハ
チ

１０

１３

で
す
。地
中
に
細
い
穴
を
掘
り
、巣

を
作
り
ま
す
。花
粉
と
蜜
液
で
団

子
を
１
～
２
日
が
か
り
で
こ
ね
、

そ
の
上
に
卵
を
産
み
ま
す
。ふ
化

し
た
幼
虫
は
団
子
を
食
べ
発
育
し
、

さ
な
ぎ
で
越
冬
し
ま
す
。特
徴
的

な
こ
と
と
し
て
、ウ
ツ
ギ
の
花
に

だ
け
花
粉
や
蜜
を
た
よ
る
こ
と
で
、

５
月
下
旬
、ウ
ツ
ギ
が
咲
く
頃
に

ち
ょ
う
ど
成
虫
に
な
っ
て
穴
か
ら

飛
び
出
し
、こ
の
花
が
散
る
と
同

時
（
お
お
む
ね
６
月
中
旬
）に
姿
を

消
し
ま
す
。つ
ま
り
、１
年
に
こ
の

時
期
だ
け
ウ
ツ
ギ
ノ
ヒ
メ
ハ
ナ
バ

チ
の
飛
ぶ
行
動
が
観
察
で
き
る
の

で
す
。
こ
の
ハ
チ
は
ウ
ツ
ギ
の
木

が
存
在
す
る
九
州
か
ら
東
北
に
か

け
て
広
く
生
息
し
て
お
り
、朝
来

市
だ
け
で
な
く
但
馬
各
所
に
も
い

ま
す
が
、特
に
こ
の
楽
音
寺
の
ウ

ツ
ギ
ノ
ヒ
メ
ハ
ナ
バ
チ
の
群
生
状

況
は
著
し
く
、
境
内
一
面
に
巣
穴

が
開
い
て
盛
り
上
が
り
、ま
る
で

月
の
ク
レ
ー
タ
ー
の
よ
う
で
す
。 ウツギノヒメハナバチ（提供）楽音寺

ウツギノヒメハナバチ群生ウツギノヒメハナバチ群生地地
【兵庫県指定天然記念物【兵庫県指定天然記念物】】

第３０回



平成２２年５月平成２２年５月号号９

市市　４
月
６
日
か
ら
　
日
ま
で
の
　
日

１５

１０

間
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
市
交
通
安
全

対
策
協
議
会
は
４
月
６
日
に
ロ
ー
ソ

ン
生
野
イ
ン
タ
ー
店
前
、　

日
に

１０

ジ
ャ
ス
コ
・
エ
ス
タ
和
田
山
店
で「
春

の
全
国
交
通
安
全
運
動
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
生
野
で
行
わ
れ
た
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
は
、
同
協
議
会
の
関
係

者
　
人
が
参
加
。
交
通
安
全
標
語
が

１３
書
か
れ
た
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や

チ
ラ
シ
な
ど
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
手
渡

し
な
が
ら
、安
全
運
転
を
呼
び
掛
け

て
い
ま
し
た
。

　
市
と
市
内
で
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
を
運
営
す
る
６
社
会
福
祉
法

人
は
３
月
　
日
、市
役
所
本
庁
舎
で

２６

「
災
害
時
に
お
け
る
福
祉
避
難
場
所

提
供
に
関
す
る
協
定
書
」の
調
印
式

を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、地
震
、風
水
害
、そ

の
他
の
災
害
の
発
生
時
や
災
害
が
予

想
さ
れ
る
場
合
に
、社
会
福
祉
法
人

が
、市
の
行
な
う
災
害
救
援
活
動
に

協
力
す
る
こ
と
を
目
的
に
締
結
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、高
齢
者
や
障
害
者

の
避
難
場
所
の
提
供
や
救
護
資
材
の

貸
し
出
し
、要
援
護
者
の
移
送
な
ど

を
福
祉
施
設
が
行
い
、掛
か
っ
た
費

用
を
市
が
負
担
し
ま
す
。

啓発グッズを配り、交通安全を呼び掛ける参加者

協定締結後に握手をする多次市長（中央）と社会福
祉法人代表

害
時
に
お
け
る
協
定
書
を
締
結

災災
通
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

交交

最
盛
期
に
は
、そ
の
上
を
何
万
と

い
う
ハ
チ
が
乱
舞
し
ま
し
た
。そ

の
光
景
は
圧
巻
で
、全
国
で
も
珍

し
く
、昭
和
　
年
に
は
兵
庫
県
の

５９

天
然
記
念
物
と
し
て
指
定
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
楽
音
寺
の
ウ
ツ
ギ
ノ
ヒ
メ

ハ
ナ
バ
チ
は
大
正
９
年
頃
に
は
わ

ず
か
な
が
ら
営
巣
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
し
た
。そ
の
後
代
々
の
住
職

に
よ
る
手
厚
い
保
護
と
環
境
条
件

が
合
致
し
、日
本
一
の
大
営
巣
地

と
し
て
大
き
く
な
っ
て
き
ま
し
た

が
、元
号
が
変
わ
り
、平
成
に
入
っ

た
こ
ろ
か
ら
次
第
に
数
を
減
ら
し
、

現
在
で
は
境
内
に
約
　
数
個
程
度

９０

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。最
盛

期
の
数
万
と
い
う
数
に
比
べ
る
と
、

激
減
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

状
況
で
す
。な
ぜ
こ
の
よ
う
に
激

減
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。周
辺
の

環
境
の
変
化（
ウ
ツ
ギ
の
花
の
減

少
）？
ご
く
自
然
な
減
少
期
？
そ

れ
と
も
境
内
の
土
壌
の
環
境
変

化
？
明
確
な
原
因
は
分
か
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、平
成
　
年
度
に
土
壌

１３

の
調
査
が
実
施
さ
れ
、土
壌
の
環

境
悪
化
が
考
え
ら
れ
る
と
判
断
さ

れ
ま
し
た
。そ
こ
で
、平
成
　
年
度

14

か
ら
３
年
間
、境
内
の
約
半
分
の

土
壌
改
良
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
は
現
在
明
確
に
は
出
て

い
ま
せ
ん
が
、そ
れ
で
も
少
し
ず

つ
数
が
増
え
て
き
て
い
る
傾
向
も

見
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

　
豊
か
な
自
然
環
境
が
残
さ
れ
て

い
る
朝
来
市
。こ
の
自
然
を
次
世

代
に
守
り
伝
え
て
い
く
努
力
を
怠

ら
な
い
こ
と
が
、こ
の
ウ
ツ
ギ
ノ

ヒ
メ
ハ
ナ
バ
チ
の
大
群
生
地
を
は

じ
め
、大
切
な
生
き
物
を
保
護
す

る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

（
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）

※
開
基
…
寺
を
新
し
く
作
る
こ
と

　
古
さ
つ
…
古
い
寺
の
こ
と

楽
音
寺
境
内
を
埋
め
尽
く
す
ウ
ツ
ギ
ノ

ヒ
メ
ハ
ナ
バ
チ
巣
穴
群

（
提
供
）新
潮
社「
Ｆ
Ｏ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
」

　
　
　
１
９
９
３
年
６
月
　
日
号
掲
載

２５

　
　
　
桑
原
英
文
氏
撮
影



広報 朝朝来来 １０

　
４
月
　
日
、竹
田
地
区
一
帯
で「
わ

１１

だ
や
ま
竹
田
」お
城
ま
つ
り
が
行
わ

れ
、　
回
目
と
な
る
今
年
も
、さ
ま
ざ

１１

ま
な
催
し
物
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
自
作
の
か
ご
を
担
い
で
約
３
百
㍍

先
の
ゴ
ー
ル
を
目
指
す「
か
ご
か
き

レ
ー
ス
」。一
般
募
集
に
よ
り
集
ま
っ

た
参
加
者
は
、趣
向
を
凝
ら
し
た
衣

装
に
身
を
包
み
、雨
上
が
り
の
城
下

町
を
担
ぎ
役
を
交
代
し
な
が
ら
力
走

す
る
と
、つ
め
か
け
た
見
物
客
の
熱

烈
な
声
援
が
会
場
に
響
き
渡
り
ま
し

た
。

　
４
月
　
日
、史
跡
生
野
銀
山
で
、今

１１

年
で
　
回
目
に
な
る「
生
野
銀
山
へ

１１

い
く
ろ
う
祭
り
」が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。　

　
当
日
は「
全
日
本
ト
ロ
ッ
コ
・
力
自

慢
選
手
権
大
会
」な
ど
多
彩
な
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
中
で
も
観
客
の
目
を
引
き
付
け
た

の
は
、「
酒
の
蔵
入
れ
・
蔵
出
し
」。坑

内
で
熟
成
し
た
酒
が
大
八
車
に
乗
せ

ら
れ
て
運
び
出
さ
れ
た
後
、早
速
試

飲
に
出
さ
れ
る
と
、蔵
出
し
直
後
の

酒
を
味
わ
お
う
と
た
く
さ
ん
の
人
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
目
指
し
て
城
下
町
を
力

ゴ
ー
ル
目
指
し
て
城
下
町
を
力
走走

銀
山
特
製
の
坑
内
熟
成
酒
に
舌

銀
山
特
製
の
坑
内
熟
成
酒
に
舌
鼓鼓

　
３
月
　
日
、　
日
の
両
日
、台
湾
の

２２

２３

台
北
県
に
あ
る
金
瓜
石
鉱
山
の
台
北

県
立
黄
金
博
物
館
の
研
究
員
が
生
野

鉱
山
な
ど
の
視
察
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
訪
れ
た
の
は
、同
館
の
林
純
雅
さ

ん
と
周
清
清
さ
ん
の
２
人
。
金
瓜
石

鉱
山
が
台
湾
初
と
な
る
世
界
遺
産
の

登
録
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

文
化
的
景
観
や
鉱
山
遺
産
の
保
存
、

活
用
策
の
検
討
に
向
け
て
、生
野
鉱

山
で
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
を
参
考

に
す
る
た
め
に
訪
問
し
ま
し
た
。２

人
は
通
訳
を
介
し
て
鉱
山
資
料
館
や

坑
道
を
見
学
し
た
り
、口
銀
谷
の
町

並
み
を
見
て
回
っ
た
ほ
か
、生
野
ま

ち
づ
く
り
工
房「
井
筒
屋
」で
、地
元

住
民
と
の
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
4
月
上
旬
、市
内
各
所
で
桜
が
見

ご
ろ
を
迎
え
、満
開
の
桜
を
楽
し
も

う
と
多
く
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　
和
田
山
高
校
横
、与
布
土
川
沿
い

の
桜
並
木
で
は
、
両
脇
の
さ
く
ら
の

花
が
道
を
覆
い
、ま
る
で
桜
の
ト
ン

ネ
ル
の
よ
う
で
し
た
。
観
光
客
は
、春

の
陽
気
の
中
、満
開
の
桜
の
花
を
眺

め
な
が
ら
散
歩
し
た
り
、写
真
に
収

め
た
り
し
て
い
ま
し
た
。ま
た
、ム
ー

セ
旧
居
前
の
神
子
畑
川
沿
い
や
山
東

町
早
田
の
大
同
寺
の
境
内
で
は
桜
の

木
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
夜
桜
が

楽
し
め
ま
し
た
。

「
さ
く
ら
」満
開
、笑
顔
も
満

「
さ
く
ら
」満
開
、笑
顔
も
満
開開

違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違

坑内で熟成された酒を大八車で搬出

台
湾
台
湾
のの
金 金
 

き
ん

瓜 瓜
 

か

石 石
 鉱
山
研
究
員
が
生
野
銀
山
を
訪

鉱
山
研
究
員
が
生
野
銀
山
を
訪
問問

せ
き

ゴールを目指し力走する「かごかきレース」参加者

観光ボランティアから生野鉱山の説明
を受ける台湾の黄金博物館研究員の林
さん（中央）と周さん（右）

満開に咲く桜の花（和田山高校横）
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壊
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壊
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県
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の
き
賞
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白
井
大
町
公
園
の
完
成
後
、

平
成
９
年
に
地
元
白
井
区
で
同

公
園
管
理
組
合
を
組
織
し
て
公

園
の
管
理
を
支
援
。藤
棚
の
整

備
や
芝
桜
な
ど
の
植
栽
、藤
ま

つ
り
の
開
催
な
ど
地
域
住
民
総

参
加
で
地
域
活
性
化
の
た
め
の

活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
　
年
の
結
成
以
降
約
半

４０

世
紀
に
わ
た
り
、過
ち
を
犯
し

た
青
少
年
の
更
生
を
願
い
、少

年
刑
務
所
へ
の
慰
問
や
青
少
年

の
健
全
育
成
、社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
な
ど
に
積
極
的
に
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
新
年
度
を
迎
え
た
４
月
上
旬
、市

内
の
保
育
所
や
幼
稚
園
、こ
ど
も
園
、

小
中
学
校
で
入
園
・
入
学
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
か
ら
、「
生
野
幼
児
セ
ン

タ
ー
」は「
生
野
こ
ど
も
園
」と
し
て

ス
タ
ー
ト
。同
園
で
は
、４
月
９
日
、

遊
戯
室
で
入
園
式
を
開
催
。０
歳
児

～
３
歳
児
の
計
　
人
の
入
園
児
が
、

２２

保
護
者
と
一
緒
に
入
場
す
る
と
、先

生
や
在
園
児
が
あ
た
た
か
い
拍
手
で

迎
え
入
れ
ま
し
た
。

保護者と一緒に入場する生野こども園の入
園児

新
た
な
一
歩
を
希
望
と
共
に
、入
学
・
入

新
た
な
一
歩
を
希
望
と
共
に
、入
学
・
入
園園

朝来更生保護女性会

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
人
間
連
帯
の
輪
を
広
げ
、こ
こ

ろ
豊
か
な
美
し
い
地
域
社
会
づ
く
り
に
貢
献
し
た
次
の
皆
さ
ん
が
、

県
く
す
の
き
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

白井大町公園管理組合

　市消防団は４月４日、和田山ジュピターホールで

朝来市消防大会を開催しました。

　この大会は、消防意識の高揚や団結、活性化を図る

ため毎年開催されているものです。式では、３月末で

退団された金田正夫さんの後任として石原武士さん

を団長に任命。石原団長が「市民の期待に応えるべく、

消防力を一層強化するとともに団員相互のきずなを

深めてほしい」と団員に訓示。その後、新入団員の任

命や消防活動などに功績のあった団員・家族に表彰

状や感謝状などを伝達しました。

　
人
の
新
入
団
員
を
代
表
し
て
朝

98来
支
団
第
４
分
団
の
清
水
勇
貴
さ

ん
が「
何
人
を
も
恐
れ
ず
、忠
実
に

消
防
団
の
業
務
を
遂
行
し
ま
す
」

と
宣
誓
し
ま
し
た
。

消防団長就任のあいさつ

　消防団長を拝命し、職責

の重さを痛感しています。

　団員が一致団結して、安

全安心な朝来市づくりに努

める所存ですので、皆様の

より一層のご理解とご協力

をお願いいたします。

　石原武士さん（加都区）

退任のあいさつ

　皆様のご協力のもと、団

長の職を３年間務めさせて

いただいた事に厚くお礼と

感謝を申し上げます。

　これからも消防団の益々

のご発展とご活躍を期待し

ます。

　金田正夫さん（山口区）

市消防大会開催 地域消防力のさらなる向上を誓う



　
市
は
、
次
の
と
お
り
総

合
健
診
を
市
内
各
地
区
で

　
日
間
実
施
し
ま
す
。

１７　
申
し
込
み
を
し
て
い
る

人
に
は
、
実
施
日
か
ら
約

１
か
月
前
に
、
受
診
日
時

や
会
場
な
ど
を
お
知
ら
せ

し
、
受
診
票
な
ど
を
送
付

し
ま
す
。

　
申
し
込
み
を
し
て
い
な

い
人
で
、
受
診
を
希
望
す

る
人
は
、
市
役
所
健
康
課

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
総
合
健
診
の
内
容
や
対

象
者
は
、
２
月
に
送
付
し

た
「
朝
来
市
総
合
健
診
の

お
知
ら
せ
」又
は「
朝
来
市

保
健
事
業
予
定
表
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

※
各
区
の
詳
し
い
日
程
と

　
会
場
は
、
広
報
５
月
号

　
発
送
時
に
お
知
ら
せ
し

　
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
役

　
所
健
康
課

　
緯
６
７
２－

５
２
６
９

　
宅
内
の
排
水
パ
イ
プ
は
、

家
庭
で
管
理
す
る
排
水
設

備
で
す
が
、「
水
の
流
れ
が

悪
く
な
っ
た
」「
に
お
い
が

す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
な

ど
の
症
状
が
現
れ
な
い
限

り
、
洗
浄
を
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
（
ク
リ
ー
ン

マ
ス
は
２
～
３
か
月
に
一

度
は
ふ
た
を
開
け
て
中
の

ゴ
ミ
な
ど
を
捨
て
て
く
だ

さ
い
）。

　
ま
た
、
市
が
特
定
の
業

者
を
推
薦
し
パ
イ
プ
の
洗

浄
を
勧
め
る
よ
う
な
こ
と

も
あ
り
ま
せ
ん
。
パ
イ
プ

の
洗
浄
な
ど
清
掃
を
依
頼

す
る
場
合
は
、
必
要
性
を

よ
く
検
討
し
、
作
業
の
内

容
や
料
金
な
ど
を
事
前
に

確
認
し
て
か
ら
契
約
し
て

く
だ
さ
い
。

※
排
水
管
の
清
掃
は
ク
ー

　
リ
ン
グ
オ
フ
の
対
象
に

　
な
っ
て
い
ま
す
。
契
約

　
日
か
ら
８
日
で
あ
れ
ば

　
解
約
す
る
こ
と
が
で
き

　
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
役

　
所
下
水
道
課

　
☎
６
７
６－

２
０
８
１

　
肢
体
不
自
由
に
よ
り
、

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人
を
対
象

に
、補
装
具（
義
肢
、装
具
、

車
い
す
）
費
支
給
に
関
す

る
判
定
と
適
合
判
定
や
補

装
具
装
用
指
導
を
行
い
ま

す
。

※
２
週
間
前
ま
で
に
申
し

　
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
場
所
　
和
田
山
公
民
館

▽
日
時
　
５
月
　
日
　
９

２１

（金）

　
時
　
分
～
　
時

３０

１２

▽
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
市
役
所
社
会
福
祉
課

　
☎
６
７
２－

6
1
2
3

　
気
象
庁
は
、警
戒
の
必

要
な
地
域
を
よ
り
わ
か
り

や
す
く
す
る
た
め
、気
象

警
報
・
注
意
報
を
市
町
村

を
対
象
と
し
て
発
表
し
ま

す
。
　
朝
来
市
に
災
害
発
生
の

お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は
、

朝
来
市
を
含
む「
兵
庫
県
」

「
兵
庫
県
北
部
」「
但
馬
南

部
」
に
対
し
て
警
報
・
注

意
報
を
発
表
し
て
い
ま
す

が
、
５
月
　
日（
予
定
）か

２７

ら
は「
朝
来
市
」と
明
示
し

て
発
表
し
ま
す
。
こ
の
こ

と
で
住
ん
で
い
る
場
所
が

警
戒
の
対
象
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
や
す
く

な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
大
雨
警
報
を
発

表
す
る
際
に
は
、
特
に
警

戒
が
必
要
な
災
害
を
「
大

雨
警
報
（
土
砂
災
害
）
」、

「
大
雨
警
報（
浸
水
害
）」の

よ
う
に
警
報
名
に
併
せ
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
大
雨
や
洪
水
な
ど
の
警

　
報
は
、テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

　
オ
な
ど
で
放
送
さ
れ
ま

　
す
。
こ
の
際
、画
面
の
文

　
字
数
や
読
み
上
げ
可
能

　
な
文
章
の
範
囲
内
で
よ

　
り
分
か
り
や
す
く
伝
え

　
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
ど

　
お
り
の
表
現
で
放
送
さ

　
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

広報 朝朝来来 １２

お
知
ら

お
知
ら
せせ

市役所本庁　☎０７９－６７２－３３０１

　生野支所　☎０７９－６７９－２２４０

　山東支所　☎０７９－６７６－２０８０

　朝来支所　☎０７９－６７７－１１６５ 情

報

掲

示

情

報

掲

示

板板

In
fo
rm
a
tio
n
　
A
s
a
g
o
　
L
ife

暮らしのお知らせ

※このページと次ページの最下段に掲載する広告を募集しています。詳しくは情報政策課（☎６７２－６１１１）へ。

総
合
健
診
の
申
し
込
み
は

済
ん
で
い
ま
す
か

平
成
　
年
度
身
体
障
害
者

２２

移
動
相
談

～山陰一の藤公園～ 白井大町藤公園 藤まつり開催

 ■問い合わせ先　白井大町公園管理組合　緯６７０－１６３６ 

《健診を受診しましょ《健診を受診しましょうう》》

第４７第４７回回
のの保保国国 ひひ ろろ ばば

■問い合わせ先　市役所市民課☎６７２－６１２０
■健診申し込み先　市役所健康課☎６７２－５２６９

　市では、特定健診（基本健診）とがん検診などを同

時に受診できる総合健診として、町ぐるみ健診を実

施します。

　自身の健康管理・健康生活のためにも、年に一度は

健診を受診しましょう。

　特定健診（基本健診）の受診には、加入している健

康保険が発行する受診券が必要です。

　朝来市国民健康保険と後期高齢者医療制度の加入

者には、市が受診券を発行します。

　社会保険、共済保険の被扶養者の皆さんは、加入し

ている保険にお尋ねください。

気
象
警
報
が
変
わ
り
ま
す

地
区

山
東

和
田
山

朝
来

生
野

月６
月

６
月

７
月

９
月

９
月

日

　
日
、　
日
、

２２

２４

　
日
２５　

日
２９７

日
、９
日
、

　
日
、　
日
、

１２

１３

　
日
、　
日
、

１４

１５

　
日
、　
日

２３

２８

７
日
、８
日
、

９
日

　
日
、　
日

１３

１４

下
水
道
の
宅
内
排
水
管
の

清
掃

開催日　４月下旬～５月中旬

時　間　８時～１８時

駐車場　２００台（無料）

入園料　中学生以上３００円

　　　　小学生以下無料

　　　　団体２０名以上は各２５０円

防災情報提供
センター携帯
端末用QRコ
ード



▽
問
い
合
わ
せ
先
　
神
戸

　
海
洋
気
象
台
業
務
課

　
☎
0
7
8
―
２
２
２
―
８
９
０
７

　
市
は
、
食
生
活
改
善
を

中
心
に
生
涯
を
通
じ
た
健

康
づ
く
り
に
つ
い
て
楽
し

く
学
ぶ
「
食
の
健
康
づ
く

り
活
動
講
座
」
を
開
催
し

ま
す
。
だ
れ
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
地
域
の
健
康
づ

く
り
の
輪
を
一
緒
に
広
め

ま
せ
ん
か
。

▽
日
程
　
６
月
～
平
成
　２３

　
年
３
月
　

※
開
講
日
は
６
月
９
日
　（水）

　
（
毎
月
第
２
水
曜
日
９

　
時
　
分
～
変
更
す
る
場

３０

　
合
も
あ
り
ま
す
）

▽
場
所
　
和
田
山
保
健
セ

　
ン
タ
ー

▽
内
容
　
栄
養
・
運
動
な

　
ど
の
健
康
づ
く
り
に
つ

　
い
て
の
講
話
及
び
実
習

※
講
座
修
了
者
に
は
県
知

　
事
か
ら
修
了
証
書
が
交

　
付
さ
れ
ま
す
。

▽
料
金
　
実
習
材
料
費
、

　
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
実

　
費

▽
申
込
締
切
　
５
月
　
日
２５

　
　（火）

▽
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
市
役
所
健
康
課

　
☎
６
７
２－

５
２
６
９

　
市
は
次
の
市
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
申
込
受
付
期
間
　
５
月

　
　
日
　
 ～
　
日
　

１７

（月）

２４

（月）

▽
入
居
申
込
資
格

・
市
町
村
税
を
滞
納
し
て

　
い
な
い
人

・
単
身
世
帯
で
な
い
人

・
①
～
⑤
の
住
宅
…
現
在

　
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

　
こ
と
が
明
ら
か
で
、１

　
か
月
当
た
り
の
所
得
　

　
（
政
令
月
収
）が
、　
万
１５

　
８
千
円
を
超
え
な
い
人

・
⑥
の
住
宅
…
１
か
月
当

　
た
り
所
得（
政
令
月
収
）

　
が
、　
万
８
千
円
以
上

１５

　
　
万
９
千
円
以
下
の
人

２５
※
政
令
月
収
＝
（
世
帯
全

　
員
の
年
間
所
得－

諸
控

　
除
額
）÷
　１２

　
　
な
お
、
入
居
者
決
定

　
後
の
手
続
き
の
際
に
は
、

　
保
証
人
２
人
（
市
内
在

　
住
の
人
と
３
親
等
内
の

　
親
族
）
の
実
印
、
印
鑑

　
証
明
書
及
び
所
得
証
明

　
書
が
必
要
で
す
。

▽
申
込
　
市
役
所
都
市
開

　
発
課
又
は
各
支
所
地
域

　
振
興
課
に
備
え
付
け
の

　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

　
記
入
の
上
、
添
付
書
類

　
を
添
え
て
本
庁
又
は
各

　
支
所
に
申
し
込
ん
で
く

　
だ
さ
い
。
申
込
者
数
が

　
募
集
戸
数
を
超
え
る
時

　
は
、
抽
選
で
入
居
者
を

　
決
定
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
役

　
所
都
市
開
発
課

　
緯
６
７
２－

６
１
２
７

平成２２年５月平成２２年５月号号１３

“しない・させない・許さない”　不法投棄・野焼き（一部例外を除く）は法律違反！！通報は、朝来警察署（☎６７２－０１１０）又は市役所生活環境課（☎６７２－６１２１）まで。

ホール・美術館の催し ●詳細は各施設で確認してください

税
５月の税

自動車税

納期　５月３１日（月）まで

５月の税

織作峰子写真展 －桜－　　期間：５月９日（日）まで

浮世絵名所江戸百景　　期間：５月２３日（日）まで

作家の提案シリーズＶｅｒ２田邊茉子展 －ガラスからのかたち－

期間：５月１５日（土）～６月８日（火）

藤本イサム・満里子展　　期間：５月２９日（土）～７月１１日（日）
入館料 大人５００円／大学生・高校生３００円／小中学生２００円

あさご芸術の森美術館 ☎６７０－４１１１　休 水曜日、祝日の翌日（水
曜日が祝日の場合はその翌日）

朝
来
市
い
ず
み
会
リ
ー

ダ
ー
養
成
講
座
受
講
生

市
営
住
宅
入
居
者

和田山ジュピターホール
☎６７２－１０００　休 月曜日（月曜日が
祝日の場合その翌日）

県民芸術劇場　関西フィルハーモニー管弦楽団演奏会　《全席指定》

公演日：５月１６日（日）／開演：１５時／料金：大人３，０００円、高校生以下

１，０００円（当日は各３００円増）※友の会会員は、２枚まで２００円OFF 

前売券好評発売中

八代亜紀　４０周年記念コンサート　《全席指定》 

公演日：５月３０日（日）／開演：【昼の部】１４時３０分【夜の部】１８時３０

分／料金：Ｓ席６，０００円、Ａ席５，０００円（当日は各３００円増）※友の会

会員は、２枚まで３００円OFF　前売券好評発売中

劇団四季ミュージカルこころの劇場 『エルコスの祈り』　《全席指定》

公演日：７月２４日（土）／開演：１８時３０分／料金：Ｓ席大人４，０００円、

Ｓ席高校生以下２，０００円、Ａ席大人３，０００円、Ａ席高校生以下１，５００

円（当日は各３００円増）※友の会会員は、２枚まで３００円OFF

前売券好評発売中

原作：Ｗ．シェイクスピア『夏の夜の夢』演劇公演　《全席指定》

公演日：９月４日（土）／開演：１８時３０分／料金：大人１，０００円、高校生

以下５００円（当日は各３００円増）※友の会会員は、２枚まで１００円OFF

／前売券発売開始日：【友の会】５月２９日（土）【一 般】６月３日（木）

募

集

 
募

集
 
 

募集戸数家賃（月額）間取り場所住宅の名称

１戸２０，６００円～３０，７００円３ＤＫ生野町口銀谷栃原口団地①

１戸２３，３００円～３４，７００円３ＤＫ生野町口銀谷但馬口住宅②

３戸２１，９００円～３２，６００円３ＤＫ山東町早田粟鹿住宅③

１戸１８，８００円～２８，０００円３ＤＫ新井新井団地④

１戸３５，３００円３ＤＫ生野町真弓コミュニティ住宅（生野第２団地）⑤

４戸８２，０００円４ＬＤＫ生野町口銀谷特定公共賃貸住宅（生野２区住宅）⑥



暮らしのお知らせ

広報 朝朝来来 １４

　
転
入
・
採
用
・
昇
任
・
転
任
　

青
田
　
勉
 校
長

（
養
父
市
立
青
渓
中
学
校
長
→
梁
瀬
中
学
校
長
）

木
村
一
　
 校
長

（
豊
岡
市
立
合
橋
小
学
校
教
頭
→
大

蔵
小
学
校
長
）

鈴
木
文
孝
 校
長

（
兵
庫
県
立
南
但
馬
自
然
学
校
主
任

指
導
主
事
→
粟
鹿
小
学
校
長
）

稲
津
直
人
 校
長

（
大
蔵
小
学
校
長
→
梁
瀬
小
学
校
長
）

林
　
恭
弘
 教
頭

（
養
父
市
立
関
宮
小
学
校
教
諭
→
竹

田
小
学
校
教
頭
）

三
好
和
幸
 教
頭

（
豊
岡
市
立
豊
岡
南
中
学
校
主
幹
教

諭
→
梁
瀬
中
学
校
教
頭
）

小
野
糸
枝
 教
頭

（
梁
瀬
小
学
校
主
幹
教
諭
→
枚
田
小
学
校
教
頭
）

小
田
垣
真
吾
 教
頭

（
養
父
市
立
八
鹿
中
学
校
教
頭
→
和

田
山
中
学
校
教
頭
）

木
村
喜
八
郎
 教
頭

（
生
野
小
学
校
教
頭
→
山
口
小
学
校
教
頭
）

三
木
芳
喜
 教
頭

（
枚
田
小
学
校
教
頭
→
生
野
小
学
校
教
頭
）

岡
　
郁
雄
 教
頭

（
山
口
小
学
校
教
頭
→
大
蔵
小
学
校
教
頭
）

　
転
　
出
　

皆
木
正
子
 校
長

（
梁
瀬
小
学
校
長
→
豊
岡
市
立
福
住
小
学
校
長
）

田
路
彰
三
 校
長

（
梁
瀬
中
学
校
長
→
豊
岡
市
立
出
石
中
学
校
長
）

武
藤
光
政
 教
頭

（
梁
瀬
中
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長
先
生
・
教
頭
先
生
の
異
動

５月は「赤十字運動月間」です
　赤十字は「人の命と尊厳を守る」こ
とを目的として、医療事業や献血を
はじめ、国内外での地震や台風など
による被災者の救援活動など、幅広
い分野で活動を行っています。赤十
字の人道的な活動は、すべて皆さん
からお寄せいただいた資金を財源と
して行っています。
　赤十字の活動についてご理解いた
だき、活動資金へのご協力をよろし
くお願いいたします。

■問い合わせ先　市役所社会福祉課 ☎６７２－６１２３

　同交付金の事後評価は、交付期間が終了する年度

に、交付金がもたらした成果などを客観的に検証し

て、今後のまちづくりのあり方を検討することや、事

業の成果を住民に分かりやすく説明することを目的

としています。

※都市再生特別措置法に基づき、国土交通省は平成

１６年度にまちづくり交付金制度を創設しました。こ

れは全国の都市の再生を推進する総合的なまちづく

り支援制度です。

　市は、口銀谷地区（面積約６５．５㌶）で、全国の都市

の再生を推進する総合的なまちづくり支援制度「ま

ちづくり交付金制度」の平成１７年度から平成２１年度

までの都市再生整備計画を立案。同交付金の採択を

受け、まちづくりを進めてきました。

　平成２１年度は同交付金の交付最終年度に当たる

ため、事後評価を実施しました。

　その結果を市のホームペジで公表していますので

お知らせします。

まちづくり交付金事後評価の公表

■問い合わせ先　市役所都市開発課　☎６７２－６１２７
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。



平成２２年５月平成２２年５月号号１５

◎犬の放し飼い。ふんの不始末。　飼主は、責任を持って。犬の登録・狂犬病予防注射も忘れずに。

■問い合わせ先　

　農業委員会事務局（行政委員会事務局内）　☎６７２－３３０２
農業委員会だよ農業委員会だよりり

　市は、このたび和田山駅前地区の都市再生整備計画（第１回変更）を都市再生特別措置法（平成１４年法律第

２２号）第４６条第１項に基づき作成しましたので、同法第４６条第１３項の規定により公表します。

都市再生整備計画（第１回変更）和田山駅前地区の公表

■公表場所・問い合わせ先　市役所都市開発課　☎６７２－６１２７

場　　　所日　　　付

生野庁舎２階研修室５月２７日（木）

和田山農業研修センター２階２０５号室６月２４日（木）

山東庁舎１階会議室７月２２日（木）

（時間：１３時３０分～１６時）

　農業委員会では、毎月、農業委員による農業相談会

（事前に予約が必要）を開催しています。農地を農地以

外の目的で利用する場合は、必ず届出が必要になりま

すので、事前に相談してください（相談日に都合が悪い

場合は別途相談を受け付けします）。

農業相談会の開催日程

　申請には登記簿や同意書、資金証明書、配置図などが必要になりますので、早めに相談してください。

（申請から許可までのスケジュール）

申請者へ返戻 申請者へ返戻
３条

許可書発行

　次の場合には申請が必要です。

●農地法第３条申請　農地を農地として所有権移転等する場合に申請するもの。

　※譲り受ける人の条件として、譲り受ける農地を含めて３，０００㎡以上あること

●農地法第４条申請　自己所有の農地を農地以外のものに転用する場合に申請するもの。

●農地法第５条申請　他人の農地を譲り受け、農地以外のものに転用する場合に申請するもの。　

農地転用などの手続き

先月末まで
申請書受付

書類審査
第２木曜日
現地調査

第３木曜日
農業委員会総会

４・５条
県へ進達

翌月中～下旬
４・５条許可書発行

　農業委員会事務局は今年度から行政委員会事務局内に変わりました。

　農地転用などの手続きは、本庁舎３階で行います。

事務局の場所が変わりました



暮らしのお知らせ

　平成２１年度はたくさんの皆さんに献血にご協力いただき、ありがとうございました。

　輸血に必要な血液をいつでも十分に確保しておくためには、皆さんの献血が必要となります。

　今年度は下記の日程で献血を予定しています。

採血基準

４００mL献血２００mL献血

１８歳～６９歳※１６歳～６９歳※年 齢

男女とも５０kg以上男性４５kg以上・女性４０kg以上体 重

２００mL献血と４００mL献血を合わせて
男性１，２００mL以内／女性８００mL以内

年間総献血量

男性は１２週間後、
女性は１６週間後の
同じ曜日から

男女とも４週間後の同
じ曜日から

献血間隔

（６５歳以上の人は、６０～６４歳の間に献血経験のある人に限ります）

◆４００ｍＬ献血をお願いします。
　輸血の安全性と効果を高める４００ｍL献血へのご理
　解とご協力をお願いします。

◆プラス１（ワン）献血にご協力ください。
　年間に複数回の献血へのご協力をよろしくお願いし
　ます。

５月の献血日程

時　間実施場所日　程

 ９：３０～１１：３０／１２：３０～１５：００東河・糸井地区市民会館５/１７（月）

１０：００～１１：００／１２：３０～１５：００生野保健センター５/２１（金）

６月以降の献血予定

実施場所日　程実施場所日　程

山東老人福祉センター（商工会）１０/１９（火）和田山農業研修センター６/１１（金）

和田山保健センター１１/１５（月）山東老人福祉センター６/２１（月）

竹田地区市民会館１/１７（月）朝来老人福祉保健センター６/２８（月）

朝来商工会館（商工会）１/２６（水）大蔵地区市民会館８/２（月）

生野保健センター１/３１（月）和田山農業研修センター９/２２（水）

山東老人福祉センター２/２２（火）生野保健センター９/２９（水）

朝来老人福祉保健センター３/１０（木）朝来老人福祉保健センター１０/１８（月）

■問い合わせ先　市役所健康課（和田山保健センター）　☎６７２－５２６９　兵庫県赤十字血液センター豊岡出張所　☎０７９６－２４－０２６８

「健康あさご２１」
歯の健康づくりを実践しよう 成人歯科検診を受けましょう
　市では、歯周病予防・歯の喪失防止のため、歯科検診を実施しています。歯科医院にすでにかかっ

ている人も、この機会に歯科検診を受けてみませんか。

対象者　平成２２年度に満４０歳・４５歳・５０歳・５５歳・
　６０歳・６５歳・７０歳になる人です。

○生年月日は以下のとおりです。

・昭和４５年４月２日～昭和４６年４月１日（今年度４０歳）

・昭和４０年４月２日～昭和４１年４月１日（今年度４５歳）

・昭和３５年４月２日～昭和３６年４月１日（今年度５０歳）

・昭和３０年４月２日～昭和３１年４月１日（今年度５５歳）

・昭和２５年４月２日～昭和２６年４月１日（今年度６０歳）

・昭和２０年４月２日～昭和２１年４月１日（今年度６５歳）

・昭和１５年４月２日～昭和１６年４月１日（今年度７０歳）

実施期間　５月～９月
実施場所　市内歯科医院

実施内容　問診（歯の状態や生活習慣のチェック）
　／口くう内診査（歯ぐきの状態や歯の状態を診察）

　／保健指導（結果説明と指導）

健診料金　４０歳、４５歳、５０歳、５５歳、６０歳、６５歳…
　１，３００円、７０歳…４００円　　　

申し込みと受診方法　平成２２年度健診受診申込書
で申し込んだ人には案内を送付します。申し込んで

いない人は、市役所健康課に申し込んでください。受

診票を送付します。

　各自で歯科医院に予約を取り、受診時には受診票

を持参してください。

■申し込み・問い合わせ先　市役所健康課　☎６７２－５２６９

◎歯周病クイズ 歯周病についてご存じですか？クイズをしてみましょう。

②まだ若いから、歯周病とは関係がない。①タバコを吸うと歯周病になりやすい。

④歯周病は、生活習慣病や全身の病気と関係ない。③口臭と歯周病は関係ない。

たばこを吸うと、たばこの煙に含まれる有害物質が口の中から吸収されて、歯周病のリスクを高めます。たばこを
吸う人は、吸わない人に比べて２倍から８倍も歯周病にかかる割合が高いと言われています。

① ○
【
ク
イ
ズ
の
答
え
】

年齢にかかわらず、口の中が不潔になると歯こうは増えます。若いからといって油断せず、口くうケアをしましょ
う。歯周病は、３０歳代で８割以上の人がかかっていると言われています。

②×

日本人の口臭の約３割が歯周病、口くうの不潔が原因となって起こります。内科、耳鼻科などの病気、食べ物、空腹
などが原因になることがありますが、日本人は少ないようです。

③ △

歯周病は、糖尿病、心臓病、呼吸器疾患、消化器疾患や低体重児などさまざまな疾患と関連しています。常に口くう
内を健康な状態に保つことが病気の進行を防ぐことになります。

④×

献血にご協力を献血にご協力を！！

広報 朝朝来来 １６



アダプト制度〈美しいまち（道）づくり〉にご協力ください。　申込随時受付中　市役所生活環境課（☎６７２－６１２１）

　がんは早期に発見、治療すれば治る率が高い病気です。症状はなくても、早期発見のため定期
検診を受けましょう。

子宮がん　２０歳になったら２年に１回は子宮がん検診を受けましょう。子宮がんは、集団検診の普及と治療
　法の進歩によって死亡率が年々減少していますが、２０代からの若い世代で急増しているがんです。

乳がん　４０歳になったら、２年に１回は乳がん検診を受けましょう。乳がんは、早期に発見すれば治癒率が
　高いがんです。市では、マンモグラフィー（乳房Ｘ線撮影）と視触診の併用による乳がん検診を行っています。

◆市では、下記のとおり平成２２年度子宮がん検診、乳がん・甲状腺検診を実施します。

乳がん・甲状腺検診子宮がん検診

和暦で偶数年生まれの４０歳以上の女性（２年に１回）和暦で偶数年生まれの２０歳以上の女性（２年に１回）対象

・公立朝来和田山医療センター
・公立神崎総合病院

市内各市民会館・保健センターなど（詳細は受診票に
同封）

実施場所

５月下旬～（医療機関によって異なります）５月～６月、８月実施期間

視触診及びマンモグラフィ（乳房Ｘ線検査）子宮けい部の細胞診検診内容

２,４００円１，５００円受診費用

※申し込んだ人には、各検診の実施日から約１か月前に、日時・会場などをお知らせし、受診票を送付します。上記の
　検診は、いずれも事前の申込が必要です。

■検診の申し込み・問い合わせ先　　市役所健康課（和田山保健センター）　☎６７２－５２６９

健康あさご２１
　検診を受けて自己管理に努めましょう 受けよう！女性のがん検受けよう！女性のがん検診診

今日からやってみよう！乳がんセルフチェッ今日からやってみよう！乳がんセルフチェックク
　乳がんは、自分で見つけることのできるがんのひとつです。毎月、生理から１週間の乳房のはりや痛みの

少ない柔らかい状態のときに自己検診をしましょう。

　入浴の際に脱衣所の鏡や浴室、寝る前にベッドや布団にあお向けになって行ってもよいでしょう。

※自己検診で乳房がいつもと違うと感じたら、乳腺外来か外科を受診しましょう。

見てチェック

□左右の乳房に差はないか

□乳頭に異常はないか

□両手を上下させて、えくぼのようなくぼみ

　やひきつれはないか

さわってチェック

□しこりはないか

□わきの下にぐりぐりしたものはないか

□乳頭から分泌物はないか

※指の腹をそろえて乳房からわきの下まで広

　く滑らせるようにさわります。

宅内の水漏れは早期発見・早期修理を！ 「使用量が多い…」こんなときは水道メー

ターのチェックをしてみましょう

　家にあるすべての蛇口を閉めて、しばらくの間、水道

メーターをご覧ください。水道メーターのパイロット

が動いていたら、水道メーターから蛇口までのどこか

で水漏れしていることを意味します。

　水漏れは、はじめのうちはわずかでも、日を追うごと

に多くなり、貴重な水が無駄になるばかりでなく、料金

も高額になります。

　水漏れに気づいたら、早めに市指定給水装置工事事

業者へ調査と修理を依頼してください。

平成２２年５月平成２２年５月号号１７

■問い合わせ先
　市役所上水道課　☎６７６－２０８１



広報 朝朝来来 １８

健康コーナー
「脳の元気度チェック」をしてみませんか？

■申し込み・問い合わせ先　市役所健康課（和田山保健センター）　☎６７２－５２６９

　“いつまでも健康でいきいきと暮らしたい”というのは、だれもの願いです。でも、年をとるにつれて「物の名前が

でてこない」「置き忘れやしまい忘れがある」など不安になることはありませんか。普段から自分の脳の元気度を知

り、生活を振り返ることは元気で長生きをする秘けつです。

　市健康課では皆さんの健康を支援するため、「脳の元気度チェック」を下記のとおり実施します。

　お気軽にご相談ください。

時間　１３：３０～１５：３０（予約制）

内容　脳の元気度チェック　 

　　　 健康相談（血圧測定など） 

　　　 今後のアドバイス

相談対応者　  臨床心理士、保健師

費用　無料

持ち物　健康手帳

防ごう！！高齢者への虐待 窓地域包括支援センターの

　高齢者への虐待は、当事者に自覚がなかったり、虐待を受けている高齢者が家族を気づかうことから、なかなか

表面化しにくい実情があります。また、虐待かも？と気づいても虐待かどうかの判断が難しかったり、通報したこ

とが知られてしまうかも知れないという不安があり相談しにくいことも考えられます。

　しかし、高齢者虐待は早期発見により、家族の介護負担を軽減し、本人の自立を支援していくことで家族にとっ

ても良好な経過をたどることにつながります。高齢者虐待を予防・防止するためには、高齢者をとりまく皆さんの

気づきが大切です。虐待かも？に気づいたら一人で抱え込まずに、地域包括支援センターにご相談ください。

家庭・地域の様子から　欄高齢者の様子から　欄

高齢者の世話や介護に対する拒否的な発言がみら

れる
身体に小さな傷が頻繁に見られる

高齢者に対して過度に乱暴な口の利き方をする「怖いから家にいたくない」などの訴えがある

家から高齢者本人や家族の怒鳴り声や悲鳴、物を

投げる音が聞こえる
寝具や衣服が汚れたままの場合が多くなる

近所付き合いがなく、訪問しても高齢者に会えな

い、または嫌がられる

年金や財産収入等があることが明白にもかかわら

ず、お金がないと訴える

実施場所日　程実施場所日　程

和田山保健センター１１月２４日（水）生野保健センター６月１６日（水）

生野保健センター１２月１５日（水）和田山保健センター７月２１日（水）

和田山保健センター１月２６日（水）朝 来 公 民 館８月２５日（水）

朝 来 公 民 館２月２３日（水）山東老人福祉センター９月２９日（水）

山東老人福祉センター３月２３日（水）和田山保健センター１０月２７日（水）

虐待かも？に気付いたら

●あなたの身近にこんなことはありませんか？

　以上のチェック項目は、高齢者への虐待を早期発見する手掛かりとなる虐待早期発見のサインの例で

す。皆さんの身の周りで思い当たることがあれば、下記の窓口へご相談ください。

※相談の中で知り得た情報は、固く守られますのでご安心ください。

■高齢者虐待相談窓口　市役所地域包括支援センター　☎６７２－６１２５

５月５日～１１日は児童福祉週間　　　「地球はね　笑顔がつまった　星なんだ」

　　近年、子どもをとりまく環境は、親の世代と比べて大きく変化しています。その中で、子どもたちが健やか

に育つことのできる環境を作ることは、すべての大人の役割です。家庭や学校だけでなく、地域や企業など

社会全体で、子どもをはぐくむ環境づくりを考えましょう。 ■問い合わせ先　市役所社会福祉課　☎６７２―６１２３

５月は消費者月間 『守ろうよ、みんなを！　～なくそう！高齢者の消費者被害～』

日程・会場



平成２２年５月平成２２年５月号号１９

（５）注意してください！
　　“音楽情報サイト”のトラブル

■消費生活相談窓口
　朝来市消費生活相談窓口（市役所生活環境課）　☎６７２－６１２１
　たじま消費者ホットライン　☎０７９６－２３－１９９９
　県但馬生活科学センター　☎０７９６－２３－０９９９

　インターネットを通じて有料で音楽を配信する

音楽情報サイトの利用者が、心当たりのない利用

料金を請求されるトラブルが多発しています。ク

レジットカードの利用履歴や請求書を確認して初

めて気付くケースがほとんどです。不審な請求を

受けた時は、すぐにクレジットカード会社やサイ

ト運営会社に連絡してください。

●考えられる原因

　サイトに登録した個人ＩＤやパスワードが

　何らかの原因で流出

◎対策

　・ＩＤやパスワードを定期的に変更する

　・ＩＤやパスワードを複数のサイトで使いま

　  わさない

暮らしの情報コーナー

健康情報テレホンサービス （５月のテーマ）

☎ 通話料無料 ０１２０‐９７９‐４５１
きゅう  な  きゅう 　    よう  こ  い

兵庫県保険医協会　URL http://www.hhk.jp

子どもの不登校月曜日
歯ぎしり火曜日
神経内科をご存じですか水曜日
出血性胃かいようの薬物療法木曜日
うつ病の家族を支えるために金・土・日

県内どこからでも利用できます。（携帯電話・PHSからは利用できません）

【電話番号】

※子ども＝15歳以下　高齢者＝65歳以上
※累計は平成２１年の合計

犯罪発生状況（朝来警察署）

件数手口件数手口

１空 き 巣

侵
入
盗

０路 上 強 盗

街
頭
犯
罪

０忍 び 込 み０強制わいせつ

０金 庫 破 り０ひ っ た く り

２事 務 所 あ ら し８車 上 ね ら い

２出 店 あ ら し０自動販売機あらし

０詐 欺 

そ
の
他

１部 品 盗

１傷 害 １２器 物 損 壊

１暴 行 ４自 動 車 盗

１２万 引 き ０オートバイ盗

（３月末累計）６自 転 車 盗

火災・救急の状況
（朝来市消防本部）

件数区分

１建物

火
災

０林野

０車両

０その他

１合計

２累計

３８交通事故

救
急

４１一般負傷

１８３急病

３５その他

２９７合計

４９６累計

（３月中）

交通事故の状況
（朝来警察署）

累計件数区分

４１１２人身事故

００子ども

死
者
　（人）

１１高齢者

００その他

１１合計

７１子ども

傷
者
　（人）

８２高齢者

４２１０その他

５７１３合計

３５９１３０物損事故

（３月中）

各種乳幼児健診・予防接種など健康課の母子保健事業は、和田山と山東地区を合同
で、生野と朝来地区を合同で実施します。（いずれも該当児には個別通知します）

５５//16～16～６６/１５/１５健康カレ健康カレンンダーダー
場　　所内　　容曜日日月

東河地区市民会館
糸井地区市民会館

献血月１７

５
月

生野保健センター３か月児・８か月児健診火１８

山東老人福祉センター離乳食教室水１９

和田山保健センター８か月児健診木２０

生野保健センター献血金２１

和田山保健センター
東河地区市民会館
糸井地区市民会館

子宮がん検診月２４

生野保健センター
朝来体育館

子宮がん検診
木２７

和田山保健センター３か月児健診

和田山保健センター３歳児健診水２

６
月

和田山保健センター
１歳６か月児健診
こころのケア相談（予約制）

木３

大蔵地区市民会館
山東老人福祉センター

子宮がん検診金４

朝来体育館
竹田地区市民会館

子宮がん検診水９

和田山保健センター８か月児健診木１０

和田山農業研修センター献血金１１
山東老人福祉センター
和田山保健センター

子宮がん検診月１４

生野保健センター３か月児・８か月児健診火１５

　　但馬３市２町の消費生活相談員が共同で相談に対

応する「たじま消費者ホットライン」が県立但馬生活

科学センター(豊岡市妙楽寺)に隣接してオープン

しました。各市町の相談員６人が交代で勤務。但馬生

活科学センターと共同で相談を処理することにより、

困難な事例や広域的なトラブルにも迅速に対応でき

る体制が整いました。また、市役所の相談窓口も、４

月から法律で規定する「消費生活センター」として本

格的に始動し、相談を受け付けています。

たじま消費者ホットライン開設



若者就労・支援に関する無料相談会　若者サポートス
　テーションは、若年無業者の就労自立に向け
　た相談に応じます。
時　５月１８日（火）１３時～１６時
場　和田山公民館第３学習室
問・予　労協若者サポートステーション豊岡　☎０７９６－３４－６３３３

朝情　２２．５．１３,６００ 広報 朝来朝来 ２０この広報紙は、自然環境を考えてソイ（大豆油）
インキ、古紙再生紙を使用しています。

～
市
内
で
活
躍
す
る
元
気
な
人
、グ
ル
ー
プ
を
紹
介
～

朝来市の数字

　消防団は、本業をもちながら、「自分たちのまちは自分たちで守

る」という精神に基づき、地域の安全と安心を守るために活躍して

いる人たちが集まる市の消防機関です。地域の事情に明るく、動員

力に優れた消防団は、防災活動においてとても重要な役割を果た

しています。

あ れ こ れ

その９　消防団員数

１，０１８人（平成２２年４月１日現在）
（市役所防災安全課調べ）

町中に響く歌声、みんなに届けハーモニー

わだやま合唱団

コンサートに向け、練習に励んでいるわだやま合唱団団員の皆さん

　このコーナーで紹介する人やグループや団体を募集しています。

■問い合わせ先　市役所情報政策課　☎６７２－６１１１

　市内の合唱愛好家でつくる「わだやま合唱団」は結成から

今年で３２年目。今年は２年に１度の定期演奏会を開催する

年に当たり、現在、団員そろって練習を重ねています。

　現在、団員は３０代～７０代、男性１１人と女性２４人の計３５

人。年齢や経験、さまざまな人が集まる同合唱団の団員に共

通することは「歌が好き」ということ。「楽しいコーラス」を

モットーに活動を続けてきました。

　「各パートの音がピタッと合った瞬間は気持ちがいい。き

れいなハーモニーになっていたのが分かった瞬間はうれし

いです」と話すのは、団長の森本政夫さん（駅前区）。結成当

初から所属している森本さんは「演奏会本番は、力強い歌声

と美しいハーモニーで、合唱の魅力を皆さんに伝えること

ができれば。気軽に聞いてもらい、合唱に興味を持ってもら

えたらいいですね」と話しました。

２０１０「わだやま合唱団」～あじさいコンサート～　入場料：５００円
日時 ６月５日（土）１９時開演　場所 和田山ジュピーターホール

曲目 或る日突然、花の首飾り、帰ってきたヨッパライ、およげ！

たいやきくん、夢路より、われは海の子、混声合唱組曲「筑後

川」全曲など

団員を募集しています　お問い合わせ先 森本さん☎６７２－２２９０
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記記

各 種 相 談 の ご 案 内

時：日時　場：場所　問：問い合わせ　予：予約

心配ごと相談（無料）　経験豊富な相談員が、
　あらゆる生活上の相談に応じます。
時・場　(毎月開催）１３時～１６時
市役所南庁舎　　　　　　　５月１２日（水）
山東老人福祉センター　　　５月１９日（水）
朝来老人福祉保健センター　５月２６日（水）
生野保健センター　　　　　６月２日（水）
問　朝来市社会福祉協議会　☎６７６－５２１３

人権相談（無料）　人権問題でお悩みの人の相
　談に応じます。
時・場　(毎月開催）１３時３０分～１５時
生野保健センター　　　　　　６月１０日（木）
和田山農業研修センター　　　〃
山東老人福祉センター　　　　〃
朝来老人福祉保健センター　　〃
問　市役所人権・まちづくり課　☎６７２－６１２２

女性のなやみ相談（無料）　経験豊かな女性カ
　ウンセラーが、子育てや家族、ＤＶやセクハラ
　など、女性が抱えるさまざまな悩みや不安、問
　題などの相談に応じます。（予約制）
時　５月１２日（水）１３時～１６時
場　アートほほえみ相談室（２階）
問・予　市役所人権・まちづくり課　☎６７２－６１２２

行政相談（無料）　 官公庁の仕事の苦情や意見
　・要望などの相談に応じます。
時　５月１７日（月）　１０時～１１時３０分
場　生野保健センター／和田山老人福祉センター
　　／山東老人福祉センター／朝来老人福祉保健センター
問　市役所生活環境課　☎６７２－６１２１

司法書士による法律相談会（無料）　司法書士が登記
　・相続・多重債務・消費者問題・成年後見などの
　法律相談に応じます。（予約制。予約受付時間
　は平日９時～１７時。相談無料。）
時・場　１３時～１６時
　豊岡市民会館中会議室　　５月１５日（土）
　和田山ジュピターホール　６月５日（土）
問・予　兵庫県司法書士会但馬支部司法書士法
　　　  律相談委員会　☎６７６－３３６８

金融アドバイザーによる相談会（無料）　但馬地区金融
　アドバイザーが、中小企業の皆さんが抱えて
　いる金融の課題などの相談に応じます。
時　５月１３日・２０日・２７日、６月３日（毎週木曜日）
場　市役所南庁舎
問　兵庫県保証協会　☎０１２０－５３７－００１

総合法律センター南たじま相談所　兵庫県弁護士会
　の弁護士が法律相談に応じます。
（予約制。１回３０分。相談料５，２５０円）
時　５月２７日（木）１３時～１６時
場　和田山老人福祉センター
問・予　兵庫県弁護士会　☎０７８－３５１－１２３３
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